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土木建設工事における地中埋設体の引き抜き撤去の際，地盤と埋設体との間の付着力や摩擦力により土塊が排

出され，周辺の地盤変状を引き起こす原因となっている．この対策として，吸水性高分子摩擦低減剤（以下 FRC）

を埋設体にあらかじめ塗布する工法が開発されている．FRC は地盤内で地下水を吸収することで膨潤し，土と埋設

体の間で分離層として働き，土と埋設体間の付着力や摩擦力を低減させ土の付着を大幅に抑制することが出来る．

既往の研究において FRC は地盤内から人工海水などの金属イオンが含まれる水を吸収した際にも高い摩擦低減

効果が示した．しかし，金属イオンを吸収した際の膨潤倍率の低下も報告されている．また，長期に及んで埋設さ

れた FRC の摩擦低減効果の評価方法は確率されていない．以上のことから膨潤倍率によって変化する膨潤ゲルの

力学特性の検討や，海岸付近や廃棄物処理場付近における FRC の長期使用を念頭においた検討が必要である． 

本研究では，純水および土の一般条件 A に該当する５種類の溶液を用いて膨潤ゲルを作製し，簡易流動性試験

を行い，FRC の状態変化に及ぼす間隙水中のイオン濃度の影響を検討した．加えて，ゼリー強度試験と 250～1500

時間の高温促進試験を併用することで，地盤内における FRC の長期耐久性についての検討も行った．得られた知

見を以下に示す． 

〈FRC の状態変化に及ぼすイオン濃度の影響〉 

① FRC は吸収する溶液（土の一般条件 A）によって，同じ膨潤倍率でも異なる流動性を示す．しかし，地盤

内で存在し得る膨潤倍率において，５種類の溶液における膨潤ゲルはいずれもゲル化点以下の固体状であり，

摩擦低減効果を発揮する状態で存在する． 

〈異なるイオン濃度の溶液を吸収した FRC の膨潤倍率とゼリー強度の関係〉 

① FRC の膨潤倍率とゼリー強度の関係は，吸収する溶液によって異なる近似曲線となるが，地盤内に存在

し得る膨潤倍率においては，溶液に関係なく同程度のゼリー強度を示す． 

② 液体状の膨潤ゲルにおけるゼリー強度は，純水のゼリー強度と同程度まで減少する． 

〈FRC の地盤内における化学物質に対する耐久性〉 

① FRC は土の一般条件 A の溶液を吸収した状態かつ，地盤内に存在し得る膨潤倍率において，50℃の温度

に 1500 時間放置しても，同条件で 250 時間放置した膨潤ゲルのゼリー強度から変化しない．これは簡易的な

計算において 1 年半の期間は摩擦低減剤として機能することを示す． 
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